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お客さま本位の業務運営

【取組方針】

1.お客さまに対して誠実・公正に業務を行い、お客さまの最善の利益

の追求に努めます。

2.お客さまの利益が不当に害されることがないよう、利益相反の管理

を徹底いたします。

3.手数料等の重要な情報について、丁寧に分かりやすく説明します。

4.一人ひとりのお客さまにふさわしい金融商品やサービスの提供に

努めます。

5.お客さま本位の業務運営を実現するため、体制の整備・職員教育に

努めます。

原則2 原則6

原則2 原則3

原則2 原則4 原則5 原則6

原則5 原則6

原則6 原則7

原則1
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お客さまに対して誠実・公正に業務を行い、
お客さまの最善の利益の追求に努めます

（1） 当金庫は、役職員が高い専門性と職業倫理をもって、お客さまに対して
誠実・公正に業務を行い、お客さまの最善の利益の追求に求めます。

取組方針1

当金庫の取組み ファイナンシャルプランナー技能士（ＦＰ技能士）の取得

お客さまの様々なニーズにこたえられる知識・スキル・専門性の向上のために、国
家資格であるＦＰ技能士の資格取得を推奨しております。一人ひとりの将来の夢や
目標に対して、お金の面で様々な悩みをサポートし、その解決策をアドバイスでき
るよう努めております。

資格分類 2022年3月末 2023年3月末 2024年3月末

１級 ＦＰ技能士 １名 １名 １名

２級 ＦＰ技能士 ２９名 ２９名 ３１名

３級 ＦＰ技能士 ４２名 ４６名 ４２名

合 計 ７２名 ７６名 ７４名

役職員数 １５７名 １４８名 １４６名

取 得 率 ４５．８６％ ５１．３５％ ５０．６８％

原則2 原則6

～フロント部門（営業店・サポート部署）資格者推移～
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お客さまに対して誠実・公正に業務を行い、
お客さまの最善の利益の追求に努めます

（2） 当金庫は、お客さまとの面談を通じてコミュニケーションを重ね、お客さま
が抱えている課題にともに向き合い最適な商品・サービスの提供に努めます。

当金庫の取組み 幅広い種類の投資信託

・運用効率が良く純資産額の多い投資信託や資産形成に適したバランス
ファンドおよびノーロード商品を中心に豊富な選択肢を揃え、併せて長期
の資産形成に適した「コモンズ30ファンド」等のお客さま目線の銘柄も
取り揃えております。
・現在、当金庫が取扱う商品は国内株式が4ファンド（うちノーロード2
ファンド）、国外株式が4ファンド（うちノーロード3ファンド）、国内
外株式が２ファンド、国内不動産が2ファンド、バランス型が5ファンド
（うちノーロード1ファンド）とバランスよく商品を導入しました。
・今後も、初めて金融商品をご検討されるお客さまや、ご高齢のお客さま
の幅広いニーズにもお応えできるようにラインナップの見直しを定期的に
行います。

取組方針1

原則2 原則6
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（2） 当金庫は、当金庫のみの利益となるような、特定の運用会社に偏った商品の
提案を行いません。

（1） 当金庫は、取引における利益相反の可能性について正確に把握し、利益相反
管理規程を定め、利益相反の可能性がある場合には適切に管理を行います。

モニタリング体制の整備
リスク管理部が営業部門から独立した管理部署として利益相反のおそれのある取引
の特定および利益相反管理を一元的に行っております。また、利益相反管理につい
て定められた法令および利益相反管理規程等の庫内規則を遵守するため、役職員等
を対象に教育・研修等を行っております。

ご提案する商品が偏らないようにするための職員教育
お客さまにご提案する商品が特定の商品に偏ることがないよう、お客さまの意向や
リスク許容度に応じて複数の商品から選んでいただけるよう、職員向けの様々な研
修を通じて知識および提案力の向上を図っております。

お客さまの利益が不当に害されることがないよう、
利益相反の管理を徹底いたします

取組方針2

原則3

原則3

原則2

原則2
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（1） 当金庫は、金融商品のご提案にあたり、リターン・リスク・手数料等の
費用など重要な情報について、わかりやすい資料を活用し、お客さまの
理解がより深まるよう努めます。

「重要情報シート」の導入
・当金庫では、お客さまにご負担いただく手数
料、その他費用等につきまして、正しくご理解
いただくために重要情報シートを活用しており
ます。

・現在お取扱い中の特定保険商品(外貨建保険
商品）については重要情報シートを作成し、説
明を行っております（右図見本）。

・現在お取り扱いしております投資信託商品に
つきましても順次、重要情報シートをご用意し、
分かりやすい説明に努めてまいります。

手数料等の重要な情報について、
丁寧にわかりやすく説明します

取組方針3

原則2 原則4 原則5 原則6
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一人ひとりのお客さまにふさわしい
金融商品やサービスの提供に努めます

（1） 当金庫は、お客さまとの対話を大切にし、ライフプランを考慮したうえで、
適合性に見合う、一人ひとりのお客さまにふさわしいと考える金融商品や
サービスの提供に努めます。

・定期的なアフターフォローの実施
・新NISA・積立投資のご提案を通じて、お客さまの資産形成をお手伝いいたします

【積立投資 契約件数】【NISA口座 契約者数】
2024年1月より新NISA制度が

スタートしました。

取組方針4

（人） （件）

原則5 原則6
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一人ひとりのお客さまにふさわしい
金融商品やサービスの提供に努めます

（1） 当金庫は、お客さまとの対話を大切にし、ライフプランを考慮したうえで、
適合性に見合う、一人ひとりのお客さまにふさわしいと考える金融商品や
サービスの提供に努めます。

・iDeＣoのご提案を通じて、お客さまの老後資金の形成をお手伝いいたします

【iDeCo 契約者数】

取組方針4

（人）

原則5 原則6
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当金庫の取組み お客さま向けセミナーの実施

取組方針4 一人ひとりのお客さまにふさわしい
金融商品やサービスの提供に努めます

（1） 当金庫は、お客さまとの対話を大切にし、ライフプランを考慮したうえで、
適合性に見合う、一人ひとりのお客さまにふさわしいと考える金融商品や
サービスの提供に努めます。

セミナータイトル 参加者数

プレミアム
1000社の会

女性マネーセミナー
知って得するライフプランと試算運用

32名

2024年の経済見通しについて 69名

職域セミナー
iDeCo従業員説明会 39名

金融リテラシー説明会 30名

合 計 170名

お客さまへ向けたセミナーおよび職域での従業員向け金融教育の支援を図ること
を目的とし、積極的に広報を展開いたします。

原則5 原則6
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定期的なアフターフォローの実施
当金庫が販売した投資信託を保有する下記条件に該当するお客さまには定期的に
面談や電話によるアフターフォローをさせていただいております。アフターフォ
ローの際には、現状の報告だけでなく、お客さまの課題やご意向を確認させてい
ただき、お客さまにとって最適な商品・サービスの提供に活かしております。

（１）販売応答月時点で年齢が７０歳以上
および取得金額１００万円以上の投資信託を保有

（２）６月末および１２月末時点で保有する投資信託の
ト－タルリタ－ンがマイナス20％以上

（３）上記(1)(2)以外であってもフォローが必要と判断される先

取組方針4 一人ひとりのお客さまにふさわしい
金融商品やサービスの提供に努めます

（1） 当金庫は、お客さまとの対話を大切にし、ライフプランを考慮したうえで、
適合性に見合う、一人ひとりのお客さまにふさわしいと考える金融商品や
サービスの提供に努めます。

原則5 原則6
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定期的なアフターフォローの実施
当金庫が販売した保険商品を保有する下記条件に該当するお客さまには定期的に
面談や電話によるアフターフォローをさせていただいております。アフターフォ
ローの際には、現状の報告だけでなく、お客さまの課題やご意向を確認させてい
ただき、お客さまにとって最適な商品・サービスの提供に活かしております。

保険会社から提供される、年１回契約応答月に保険会社から郵送される「ご契
約内容のお知らせ」が到着するすべてのお客さまに対し、契約内容、商品のリス
クについて保険会社の「既契約アフターフォロー資料」を参考に説明をおこなう。

取組方針4 一人ひとりのお客さまにふさわしい
金融商品やサービスの提供に努めます

（1） 当金庫は、お客さまとの対話を大切にし、ライフプランを考慮したうえで、
適合性に見合う、一人ひとりのお客さまにふさわしいと考える金融商品や
サービスの提供に努めます。

原則5 原則6
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定期的に金庫内での人材教育としまして「各種職員研修」を定期的に開催して
おります。
また、それ以外にも職員の自由参加による「はくさんゼミ」も開講しており、
2023年度の開催実績は以下の通りです。

・ファイナンシャル・プランニング試験対策講座
・融資業務入門編
・初心者向け営業店融資実務
・事業承継・M＆A勉強会
・消費者ローン勉強会
・社会保障から学ぶiDeCo推進方法

〈以上、2023年度実績〉

取組方針5 お客さま本位の業務運営を実現するため、
体制の整備・職員教育に努めます

（1） 当金庫は、販売担当者の資質向上のため、定期的に職員研修を実施します。
また、お客さまの資産形成・資産運用を支援し、人生により添ったコンサル
ティングが行える人材を継続的に育成します。

原則6 原則7
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お客さま本位の業務運営に関する原則（金融庁）

原則1. 金融事業者は、顧客本位の業務運営を実現するための明確な方針を策定・

公表するとともに、当該方針に係る取組状況を定期的に公表すべきである。

当該方針は、より良い業務運営を実現するため、定期的に見直されるべき

である。

. 金融事業者は、高度の専門性と職業倫理を保持し、顧客に対して誠実・

公正に業務を行い、顧客の最善の利益を図るべきである。金融事業者は、

こうした業務運営が企業文化として定着するよう努めるべきである。

原則3. 金融事業者は、取引における顧客との利益相反の可能性について正確に

把握し、利益相反の可能性がある場合には、当該利益相反を適切に管理す

べきである。金融事業者は、そのための具体的な対応方針をあらかじめ策

定すべきである。

原則4. 金融事業者は、名目を問わず、顧客が負担する手数料その他の費用の詳

細を、当該手数料等がどのようなサービスの対価に関するものかを含め、

顧客が理解できるよう情報提供すべきである。

原則2

原則3

原則4

原則1
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お客さま本位の業務運営に関する原則（金融庁）

. 金融事業者は、顧客との情報の非対称性があることを踏まえ、上記原則

４に示された事項のほか、金融商品・サービスの販売・推奨等に係る重要

な情報を顧客が理解できるよう分かりやすく提供すべきである。

原則6. 金融事業者は、顧客の資産状況、取引経験、知識及び取引目的・ニーズ

を把握し、当該顧客にふさわしい金融商品・サービスの組成、販売・推奨

等を行うべきである。

原則7. 金融事業者は、顧客の最善の利益を追求するための行動、顧客の公正な

取扱い、利益相反の適切な管理等を促進するように設計された報酬・業績

評価体系、従業員研修その他の適切な動機づけの枠組みや適切なガバナン

ス体制を整備すべきである。

原則5

原則6

原則7
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共通KPI

投資信託会社、及び保険会社における
比較可能な共通KPIは以下の通りです。
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運用損益別顧客比率

当金庫で投資信託を保有しているお客さまの運用状況を、運用損益率区分ごとに表
示しています。運用損益率がプラス（0％以上）のお客さまは3月末時点で73.0%
でした。
なお、同比率は2022年3月末時点で45.0％、2023年3月末時点で40.0％でした。

運用損益率プラス

基 準 日：2024年3月末時点

運用損益：基準日時点の評価金額+累計受取分配金額（税引後）
＋累計売却金額－累計買付金額(販売手数料（税込）を含む）

運用損益率：上記運用損益を基準日時点の評価金額で除して算出
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投資信託預かり残高上位20銘柄のコスト・リターン

投資信託の残高上位20銘柄について、コストに対するリターンを表示しています。

基 準 日：2024年3月末時点
対象ファンド：投資信託の預かり資産残高上位20銘柄（設定後5年以上）
コ ス ト：（販売時手数料÷5年）+信託報酬（年率）
リターン ：過去5年間のトータルリターン（年率換算）

騰落率算出の際に用いる基準価額は分配金再投資後（税引前）の基準価額を使用

※ 上記は将来における当金庫の取扱の投資信託のリターン、リスクを示唆、保証するものではありません。

コスト リターン
1.47% 7.06%

残高加重平均値

2024年3月末2023年3月末

コスト リターン
1.50% 3.13%

残高加重平均値

2022年3月末

コスト リターン
1.51% 4.77%

残高加重平均値

加重平
均

加重平
均

加重平
均
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リスク リターン
9.79% 4.77%

残高加重平均値
リスク リターン
10.91% 3.13%

残高加重平均値
リスク リターン
11.29% 7.06%

残高加重平均値

基 準 日：2024年3月末時点
対象ファンド：投資信託の預かり資産残高上位20銘柄（設定後5年以上）
リターン ：過去5年間のトータルリターン（年率換算）

騰落率算出の際に用いる基準価額は分配金再投資後（税引前）の基準価額を使用
リ ス ク：過去5年間の月次リターンの標準偏差（年率換算）

騰落率算出の際に用いる基準価額は分配金再投資後（税引前）の基準価額を使用

※ 上記は将来における当金庫の取扱の投資信託のリターン、リスクを示唆、保証するものではありません。

2024年3月末2023年3月末2022年3月末

加重平
均

加重平
均

加重平
均

投資信託預かり残高上位20銘柄のリスク・リターン

投資信託の残高上位20銘柄について、リスクに対するリターンを表示しています。
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当金庫の投資信託の残高上位20銘柄は以下の通りです
（2024年3月末時点）

順位 銘柄名 運用会社 コスト リスク リターン

1位 しんきんインデックスファンド２２５ しんきんアセットマネジメント投信 0.88% 17.00% 14.87%

2位 投資のソムリエ アセットマネジメントOne 1.87% 3.95% -0.57%

3位 しんきん３資産ファンド（毎月決算型） しんきんアセットマネジメント投信 1.49% 9.24% 6.82%

4位 しんきんＪリートオープン（毎月決算型） しんきんアセットマネジメント投信 1.49% 14.90% 0.65%

5位 しんきん好配当利回り株ファンド しんきんアセットマネジメント投信 1.32% 14.72% 13.95%

6位 ニッセイ／パトナム・毎月分配インカムオープン ニッセイアセットマネジメント 2.20% 6.42% 5.62%

7位 しんきん海外ソブリン債セレクション　欧米ソブリン債ポートフォリオ しんきんアセットマネジメント投信 1.38% 5.49% 3.42%

8位 グローバル・ハイクオリティ成長株ファンド（為替ヘッジなし） アセットマネジメントOne 2.20% 20.36% 18.45%

9位 しんきん海外ソブリン債セレクション　欧州ソブリン債ポートフォリオ しんきんアセットマネジメント投信 1.38% 7.45% 1.46%

10位 東京海上・円資産バランスファンド（年１回決算型） 東京海上アセットマネジメント 1.25% 3.81% -1.09%

11位 新成長株ファンド 明治安田アセットマネジメント 2.31% 20.55% 8.35%

12位 しんきんＪリートオープン（１年決算型） しんきんアセットマネジメント投信 1.46% 14.88% 0.78%

13位 三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ・インデックスファンド（為替ノーヘッジ型） 三井住友DSアセットマネジメント 1.19% 17.31% 17.35%

14位 損保ジャパン・グリーン・オープン SOMPOアセットマネジメント 2.31% 15.05% 12.37%

15位 しんきんグローバル６資産ファンド（毎月決算型） しんきんアセットマネジメント投信 1.60% 10.84% 7.30%

16位 しんきん世界アロケーションファンド（積極型） しんきんアセットマネジメント投信 1.49% 6.62% 3.07%

17位 三菱ＵＦＪ／マッコーリー　グローバル・インフラ債券ファンド〈為替ヘッジなし〉（毎月決算型） 三菱ＵＦＪアセットマネジメント 1.65% 8.87% 6.03%

18位 東京海上・円資産バランスＦ（毎月決算型） 東京海上アセットマネジメント 1.25% 3.81% -1.10%

19位 グローバル・ソブリン・オープン（資産成長型） 三菱ＵＦＪアセットマネジメント 1.60% 5.52% 3.51%

20位 しんきんアジア債券ファンド（毎月決算型） しんきんアセットマネジメント投信 1.93% 7.84% 6.96%
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外貨建一時払保険の共通ＫＰＩ

外貨建一時払保険について、運用評価別顧客比率と銘柄別コスト・リターンを表
示しています。
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※ 銘柄別コスト・リターン算出対象となるのは60ヶ月
以上経過契約のみとなるため、当庫該当なし
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加重平均 － －
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